
硬質形 低粘度形 湿潤用 水中硬化型エポキシ樹脂注入材

エバーボンド® SS#1
エバーボンド SS#1は、湿潤面や水中で硬化する低粘度形エポキシ樹脂注入材です。
漏水を伴うひび割れやセパ穴（Pコン）等にも十分な接着力を発揮し、止水と構造物の補強ができます。
【セパ穴漏水箇所：施工例】 詳細はSKグラウトSS注入止水工法のカタログをご覧ください。

1. セパ穴　漏水状況

4. 仮止めシール（止水セメント）

3. プラグ SS の打ち込み

6. プラグ撤去：補修後

2. 穿孔（φ25㎜）

5. 注入（SS#1）

◦   水中や湿潤状態のコンクリートへの接着性に優れています。
◦   低粘度形の為、微細なひび割れにも注入する事ができます。
◦   漏水を伴うひび割れやセパ穴（P コン）にグラウトプラグ SS を用いて止水とコンクリートの補強ができます。

エバーボンド SS#1の特長

◦   漏水を伴うコンクリート構造物のひび割れやセパ穴（P コン）の注入材
◦   湿潤面のひび割れの注入材と湿潤面のエポキシ樹脂モルタル用プライマー
◦   床面アンカーポルト定着材
◦   コンクリート構造物の打継時の接着材

エバーボンド SS#1の用途

建築・土木用 硬質形水中硬化型エポキシ樹脂
 EverBond® SS#1

JIS A 6024：2015適合品（建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂）
JAIA-008754 F ☆☆☆☆
JAIA-503189 4VOC 基準適合



性状
エバーボンド ® SS#1

項目 主剤 硬化剤

主成分 エポキシ樹脂 変性脂肪族ポリアミン

外観 無色透明液体 淡黄色透明液体

混 合 比 主剤：硬化剤＝ 2：1（重量比）

混合比重 1.1 ± 0.1g/㎤

可使時間
（300g）

  5℃　約 225 分

10℃　約 120 分

15℃　  約 75 分

20℃　  約 50 分

25℃　  約 35 分

30℃　  約 25 分

※可使時間については、測定値で規格値ではありません。
※一度に混合する量は、可使時間内に使用できる範囲として下さい。

物性データ　JIS A 6024：2015（建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂）品質規格に基づく試験

試験項目 試験条件 試験結果 JIS 規格値

粘度（mPa・s） 標準条件 A 23 ± 2℃ 370 100 ～ 1,000

接着強さ A法（MPa）

標準条件 B 23 ± 2℃ 10.2 6.0 以上
低温条件 B   5 ± 1℃ 10.4 3.0 以上

湿潤条件 6.1 3.0 以上
乾湿繰返し条件 7.6 3.0 以上

引張特性 A法
引張強さ（MPa） 標準条件 B 23 ± 2℃ 42.5 15.0 以上
破断時伸び（％） 標準条件 B 23 ± 2℃ 7 10 以下

硬化収縮率（％） 標準条件 B 23 ± 2℃ 2 3 以下

加熱減量 A法
質量変化率（％） 高温条件 B 110 ± 3℃ 2 5 以下
体積変化率（％） 高温条件 B 110 ± 3℃ 2 5 以下

上記の試験測定値は、社内試験結果です。

硬化物性（社内規格値）

試験項目 試験方法 試験結果 社内規格値

圧縮強度（MPa） JIS A 6024 84.4 50.0 以上
水中接着強さ（MPa） 簡易引張試験機

（23 ± 2℃）
3.9 2.0 以上

（コンクリート歩道板） （コンクリート破壊） （コンクリート破壊）

材料使用温度との目安
0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃ 35℃

※   詳 細 な 注 意 事 項 が 必 要 な 場 合 は、 
安全データシート（SDS）をご参照下さい。

｜ エバーボンド® SS#1

包装容量 

3ｋｇセット（主剤：2ｋｇ、硬化剤：1ｋｇ）×2 セット／ケース

水中養生 引張試験後 左側（SS＃1）右側（通常エポ） コンクリート破壊状況

建築・土木用 硬質形水中硬化型エポキシ樹脂


